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・ InsightFaceをインストールして、動作確認を行った。

・ １枚の顔画像の顔データベースを作り、集団写真との照合により、人物の一致度を調べた。
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私が所属するアルバイト先では、万引き事件が頻繁に発生しており、この現状に困っている。顔検出システム
を活用することで、万引きなどの記録を適切に残すことは、防犯や安全対策のため重要である。具体的には、
監視カメラの映像から特定の人物の顔を検出し個人を特定する。これにより、より安全な環境を提供し、アル
バイト先での犯罪行為を減少させ、店舗の利用者や従業員の安心感を高めることを目指す。

本研究では、以下の手順で顔検出システムを実現することを目的としている。
(1) 顔検出技術の InsightFace をパソコンにインストールし、動作確認を行う。
(2) 数名以上の顔写真を集めて顔データベースを作成する。その後、集団写真に写っているすべての顔を顔デ
ータベースと照合し、人物を特定する試験を行います。この段階で、InsightFaceの性能を評価します。
(3) 従業員を想定し、顔写真、氏名、社員番号などの属性情報を含む個人情報データベースシステムの構築に
興味を行う。授業員については複数方向からの顔写真を登録するなどで識別精度を高めることを考える。
(4) 不特定多数の人物について、来店から出店までの行動追跡が可能かを実験する。これは、人物の特定だけ
でなく、行動パターンの分析や行動追跡の有用性の検証である。この結果を受け、さらに研究を発展していく。

以上によって、高度な顔検出システムの構築と防犯、安全対策の向上を目指す。顔データベースを活用した行
動パターンの分析や行動追跡により、より効果的な防犯手段の確立を目指すことが本研究の最終目的である。

顔検出システムを活用し、監視カメラ映像から特定の人物の顔と個人情報を検出し、防犯や安全対策の向上
に役立てることを目指している。7月中には、動画を撮影し、顔を用いた個人追跡の実現可能性の確認を開始
する予定である。その後、個人情報データベースシステムを構築していく。現在は、AIを用いた顔情報処理の
実行の段階であり、将来は、防犯や安全対策に役立てるための工夫を考えたい。
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